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東南アジアの新型コロナウイルス感染状況と職場での対応のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の世界的な流行から1年以上が経過し、各国でワクチンの接種も始まっ

ていますが、未だ予断を許さない状況が続いています。東南アジアでは、2020年後半に感染の拡大が

一旦沈静化した国もありましたが、イギリス、南アフリカ、ブラジル、インドなどで発見された変異

ウイルスの影響もあり、2021年3月以降、感染者数が急激に増えています。 

当レポートでは、東南アジアにおける新型コロナウイルスの感染状況を簡単にまとめるとともに、

職場での新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐためのポイントを再確認します。 

 

1. 東南アジアにおける新型コロナウイルス感染状況 

東南アジアでは、2021年3月中旬以降、新型コロナウイルスの感染者が急激に増加しています。図

１に東南アジアにおける1週間ごとの感染者数の推移（2020年3月～2021年5月17日）を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 東南アジアにおける新型コロナウイルス週間感染者数の推移*1 
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【要旨】 

 ■ 2021 年 3 月以降、東南アジアの新型コロナウイルス感染者数は急激に増加しています。 

 ■ 職場での新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐため、いま一度、基本的な対策と職場で感染疑

い者が発生した場合の対応をご確認ください。 

2021/5/3～5/9：2,877,410 ケース 
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ここ最近、顕著な増加がみられるタイ、ベトナム、インドネシア、マレーシア、シンガポールの累

計感染者数、死亡者数（いずれも2021年5月17日時点）および週間感染者数の推移（2020年3月～2021

年5月17日）は図２のとおりです。 

 

【タイ（累計感染者数：113,555名、累計死亡者数：649名）】 

 

 

 

 

 

 

 

【ベトナム（累計感染者数：4,378名、累計死亡者数：37名）】 

 

 

 

 

 

 

 

【インドネシア（累計感染者数：1,744,045名、累計死亡者数：48,305名）】 

 

 

 

 

 

 

 

【マレーシア（累計感染者数：474,556名、累計死亡者数：1,947名）】 

 

 

 

 

 

 

 

【シンガポール（累計感染者数：61,613名、累計死亡者数：31名）】 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 東南アジア各国の累計感染者数、死亡者数、週間感染者数の推移*1 
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2. 職場における新型コロナウイルス感染症対応 

職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するための基本的な対策と、職場で感染疑い

者が確認された場合の対応のポイントを以下にまとめます。 

なお、新型コロナウイルス感染症が疑われる症状は以下のとおりです。 

 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状 

 発熱、咳、頭痛などの比較的軽い風邪症状 

 嗅覚障害、味覚障害 

 

表１ 基本的な対策*2 

（１）社員の日常的な健康状態の確認  

出勤前に体温を確認するよう社員全員に周知し、徹底する。 □ 

出社時に、全社員の日々の体調（発熱やだるさを含む風邪症状の有無、味覚や嗅覚の異常の

有無等）を確認する。 
□ 

体調不良時には正直に申告しやすい雰囲気を醸成し、体調不良の訴えがあれば勤務させない

こと、正直に申告し休むことで不利益な扱いにしないことを徹底する。 
□ 

（２）身体的距離の確保、マスクの着用  

人と人との間隔は、2m（最低1m）以上確保する。 □ 

会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。 □ 

症状がなくても職場では常にマスクを着用する。 □ 

（３）接触感染の防止  

機器（例：電話、パソコン、デスク等）や治具・工具は複数人での共用をできる限り回避す

る。どうしても共用する場合には使用前後での手洗いや手指消毒を徹底する。 
□ 

機器、治具・工具等をこまめに消毒する。 □ 

トイレの床や壁は次亜塩素酸ナトリウム0.1％水溶液で手袋を用いて清拭消毒する。 □ 

トイレの蓋を閉めて汚物を流すように表示する。 □ 

トイレにペーパータオルを設置するか、個人ごとにタオルを準備する。（ハンドドライヤー

は止め、タオルの共通使用も禁止する。） 
□ 

休憩スペースは常時換気する。 □ 

休憩スペースの共用物品（テーブル、いす、自販機ボタン等）を定期的に消毒する。 □ 

休憩スペースへの入退室の前後に手洗い又は手指の消毒を徹底する。 □ 

社員食堂での感染防止のため、座席数を削減（または座る位置を制限）し、マスクを外した

ままの談笑を控えるよう注意喚起する。 
□ 

社員食堂への入退室の前後に手洗い又は手指の消毒を徹底する。 □ 

社員食堂では感染防止のため、トングやポットなどの共用を避ける。 □ 

喫煙所では同時に利用する人数に制限を設け、手指消毒後に十分乾いてから喫煙するよう指

導し、会話をせず喫煙後は速やかに立ち退くことを利用者に周知徹底する。 
□ 

 

表２ 職場で感染疑い者が確認された場合の対応*3 

（１）第一報  

感染疑い事例が発生した場合は、速やかに上司、現場管理者等に報告する。 □ 

上司、現場管理者は事業所内で情報を共有する。 □ 

医療機関、相談センター等※へ連絡し、指示を受ける。 

※国によって連絡先が異なるため、報告ルート、報告先、報告方法を事前に整理しておく。 
□ 

感染疑い者の家族にも情報を共有する。その際、感染疑い者の状態や症状の経過、受診・検

査の実施等の今後の予定についても共有する。 
□ 

（２）感染疑い者への対応  

感染疑い者を個室に移動する。 □ 

医療機関、相談センター等の指示に従い、感染疑い者を指定の場所へ移動させる。 □ 

検査を受けられる国では直ちに受診し、検査結果を速やかに共有する。 □ 
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感染疑い者と同室、同エリアで働く者に新型コロナウイルス感染症の症状を有する者が多い

場合は事業所内で感染が広がっていることを疑い、体調不良者の状況調査を行う。 
□ 

（３）消毒・清掃  

当該感染疑い者の作業場所および利用した共有スペースの消毒・清掃を行う。 □ 

消毒の際は手袋を着用し、消毒用エタノールで清拭する。消毒用エタノールがない場合は、

次亜塩素酸ナトリウム液（0.05％）で清拭後、湿式清掃し、乾燥させる。 
□ 

（４）感染拡大防止（濃厚接触者の特定、対応）  

感染者（または感染疑い者）の直近2週間の勤務記録を確認する。 □ 

症状が出現した2日前からの接触者リストを作成する（以下、濃厚接触者の定義を参照）。 □ 

感染疑い者の感染が確定した場合、濃厚接触者は14日間自宅待機（可能な場合は在宅勤務）

とする。 
□ 

※濃厚接触者の定義：感染可能期間（発症2日前～）に接触した人のうち、 

・感染者と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等）があった者 

・適切な感染防護無しに感染者を診察、看護もしくは介護していた者 

・感染者の気道分泌物もしくは体液等に直接触れた可能性が高い者 

・手で触れることのできる距離（目安として1m）で、必要な感染予防策なしで、感染者と15分以上

の接触があった者。 

 

（補足）職場における新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するための基本的な対策と、職場で感

染疑い者が確認された場合の対応のポイントをまとめましたが、各国で定めされているも

しくは推奨されている対策も参照いただき適切な対応を整理することが重要です。 
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